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論文内容の要旨
高性能なガス比例電子検出器を新しく開発し，乙れを利用して内部転換電子メスパウア一分光 (CEM
S) 測定を最近注目を浴びている数種類の物質に対して行い，乙のCEMSが表面近傍の物性研究に大変
有効である乙とを示した。第ーに，金属中lζイオン打込みされた 119S n の局所状態を C EMS!Cより研
究した。 CEMS測定から， Ni 中lζ打込まれた 119S n は Ni-Sn固溶体と Ni 3 Sn金属間化合物を形
成し， α-Fe 中に打ち込まれた Sn は Fe-Sn 回溶体， Sn 酸化物およびSn クラスターを形成する
乙とが分かつた。さらに，乙れらの打込まれた Sn の状態は局所Sn 濃度に依存している乙とが判明した。
第二に，高マンガン鋼の加工表面をCEMS測定し，その著しい加工硬化について考察した。 CEMS測
定から高マンガン鋼の表面層は脱炭しており，加工硬化の原因は ε マルテンサイトの形成であることが判
明した。第三!C ， α-Fe とその上に化学蒸着されたA1 2 03 層との界面についてCEMS を用いて研究
した。 CEMS測定の結果，蒸着後の界面ではFe 原子と A1 2 03 の混合は認められないが，高温での焼
鈍iとより界面付近で、僅かな量の Fe 2 + と Fe 3 +イオン状態が形成五れるととが判明した。第四!C，高性能
な永久磁石材料として知られるNd-Fe ー B 合金の表面をCEMS により測定した。その結果，熱処理
後のNd-Fe-B 合金の表面ではNd と Bが分解してα-Fe が形成され， Nd-Fe-B 永久磁石の
表面での保持力の低下を招いている乙とが判明した。最後に， Fe をドープしたY系酸化物高温超伝導体
の表面状態について，ペレット状の試料を用いてCEMS測定を行い，調べた。透過メスバウアー測定の
結果との比較から表面と内部での化学的状態はほとんど同じである乙とが分かつた。さらに， CEMS ス
ペクトルから試料表面で、c 軸の配向性が認められた。
これらの実験結果から， CEMS は表面近傍の物性測定に大変有効である乙とが実証された。
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論文の審査結果の要旨
内部転換電子メスパウア一分光は，物質表面近傍の状態解析に有効な手段として注目されているが，放
出される電子のエネノレギーが低いため，精度の良いスペクトルを得ることが困難である。
本研究では，上記スペクトノレを効率よく検出するため，新しい考えのもとにガス比例電子計数管を作製
した。乙の計数管には，目的とする γ線以外の侵入を防ぐ特殊シー jレドが施され，また計数管内部におい
ても不必要な放射線を極力減衰させるように設計されている。乙の仕様に適した測定用Q ガスを充填する
乙とによって，高い S/N比・高感度を得ることに成功した。乙の計数管を用いて次の物質の特性を明ら
かにし fこ。
(1) Ni およびFe ~L 119Snを注入した場合，前者ではNi と Snの金属間化合物NiS Si または固溶体が
生成するが，後者では固溶体のほか Sn酸化物および Sn クラスターが作られること。
(2) 加工による表面硬化の著しい高マンガンハッドフィーJレド鋼の表面層では脱炭が認められ，加工硬化
は ε マ lレテンサイト相が形成されるためで、ある乙と。
(3) α-Fe 上に化学蒸着されたA1 2 0S 膜と基板の界面では，金属原子の入れ換えは生じていないが熱
処理により界面付近に 2 価， 3 価の Fe イオンが生成する乙と口
(4) Nd-Fe-B系磁石の表面保磁力低下の原因は，表面相の近くで分解が起り， Nd および、Bが失われ
て残った Fe がα-Fe 相を形成するためである乙と。
(5) Y ー Ba-Cu 系高Tc 酸化物超伝導体の表面近傍組成は，全体の平均組成とほぼ同じであること。
以上のように本論文は，内部転換電子メスパウア一分光の計測とその物質科学への応用について多くの
基本的な知見を提供しており，学位論文として価値あるものと認める。
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